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   We performed MRI in several recent cases of bladder cancer and prostatic cancer using a 
general coil or a 5-inch general purpose surface coil with or without Gd-DTPA. The surface coil 
improves the spacial resolution, density resolution and signal to noise ratio but reduces the field 
and the signal detection drops off as the depth from the surface increases. Moreover, additional 
time is required for patient positioning. 
   In Gd-DTPA enhancedimages of bladder cancer, the muscle layer became more distinct, and 
the images of tumor and bladder mucosa were enhanced, suggesting that facilitates evaluation of 
the extent of bladder wall invasion of the tumor. 
   In Gd-DTPA enhanced images of prostatic cancer, the area conside to coirrespond to the 
tumor was enhanced. 
   MRI using a surface coil and Gd-DTPA is considered to provide detailed information of 
bladder and prostatic cancer. 
                                                (Acta Urol. Jpn. 34: 2097-2100, 1988) 


















対 象 は最 近MRIを 撮 像 す る必要 の あ った 膀 胱 癌
5例,前 立 腺癌2症 例 で あ る,従 来 通 りTI強 調 画 像
(以下TI-WI),protondensity強調 画 像(以 下
PD-WI),T2-WIを撮 像 した後 に 新 しい 方 法 を 追 加
撮 像 した.surfacecoilは5incllgeneralpurpose
surfacecoilを使 用 した,surfacecoilのみ を 使用
した のは 膀胱 癌2症 例 で,内1例 はsurfacecoilを
使 用 してTl-WIを,1例 はT2-WIを 撮 像 した.
gadoliniumdiethylaminetriaminepentaacetic
acid(以下Gd-DTPA)は0.2mllkgを スキ ャ ン直
前 に静 注 した.Gd-DTPAを 使 用 し,surfacecoil
に て ス キ ャ ン した のは 膀 胱 癌1例,前 立 腺 癌1例.
Gd-DTPAを 使 用 し全 身 コイル で ズー ミン グ して ス
キ ャ ン したの は膀 胱 癌2例,前 立 腺 癌1例 の 計3例 で
あ る.
結 果
造 影 剤 な しで,surfacec・ilを使 用 した膀 胱癌 で
はT1・WIで は 全身 コ イ ルで は 描 出 で き ない膀 胱 壁
が わず か に 描 出 された が,腫 瘍 の 浸潤 の程 度 は 必ず し
も明瞭 で は なか っ た.T2-WIは 冠 状 断面 を 撮 像 した
が,体 表 か ら深 くな るに従 って 信号 が 減 弱 し,腫 瘍 の
存 在 した 付近 の 信 号は 弱 く浸 潤度 は ま った く不 明で あ
り,腫 瘍 自身の 描 出 も不 明 瞭で あ った(Fig.1).
造 影 剤 で あ るGd-DTPAを 併用 し,surfacecoil
に てT1-WIを 撮 像 した症 例 では,腫 瘍 はenhance
さ れ,ま た 膀 胱 粘膜 も 弱 くenhanceされ る た め
plainに比 べ腫 揚 の 壁 内 浸潤 は 明 瞭 とな った(1∴2・
3),なお,腫 瘍 に よってenhanceの程 度 に 差か フめ
れ た,
Gd.DTPAを 使用 し,1'コ イ ルで スキ ャ ソ した
膀胱 癌 の症 例 では 分解 能 は や や ・U・facec・itd・は 劣
る が まず まず の画 像 が得 られ た.な お,尿 に排 泄 され
たGd-DTPAは 尿 よ り璽 く膀 胱 背 側 に 溜 る のが 認 め
られ た(Fig.41,
前立腺 癌 で は,腫 瘍 はや は りcnhanceされ た.2
例 と も前 立 腺 全 摘術 ウよ施 行 してい な い の で組 織 所 見 と
の詳 しい対 比 は 施 行で き な か った が,MRIT2-WI
お よび直 腸 内 指診 の 所 見 では 癌 は右 葉 に存 在 す る こ と
は 明 らか で あ り,腫 瘍 がenhanceされ た こ と は 間違






























































































surfacecoilでス キ ャンで きる限 界 くら い の 距離 で
あ り,全身 コイ ルを使 用 した 方 が よい と思わ れ た(Fig.
4,5,6).
考 察
Surfacccoilは,脊髄 の描 出な ど体 表 よ りの 距 離
の近 い 領 域で は 以前 よ り広 く利 用 され て い るが,泌 尿
器科 領 域 での応 用 は 副 腎に 応用 した との報 告 が あ る以
外に は な い6).surfacecoilの特 徴 と して 空 間分 解
能,濃 度 分 解能 が よい こ とが あげ られ る反 面,ス キ ャ
ンの 範囲 の 狭 い こ と,体 表 か ら の距 離が 遠 くな るに つ
れ て信 号 が 弱 くな る とい う欠点 が あ る.今 回 のわ れ わ
れ の経 験 で も,体 表か ら膀 胱,あ る いは 前 立腺 の 距 離






実 今 回 の経 験 で も膀 胱 後面 の 描 出 は不 明瞭 で あ り,そ
の限 界 が示 唆 され た.ま た,surfacecoilでの撮 像 は
技 術的 に も難 し い(患 者 のpositioningが難 しい)
こ と もあい ま って,今 後は 全 身 コイ ルを使 った ズ ー ミ
ン グの方 向 に進 む 予 定 であ る.今 回 の経 験 で も この方
法 で膀 胱 後面 の描 出 は比 較 的 明瞭 に で きた.
Gd-DTPAはMRI用 の造 影 剤 と して 最 初 に臨 床
応用 され た もの で あ り,今 年か ら薬 価 も掲 載 され,す
でに 脳 神経 領 域 で は多 く利用 され て い る,し か し泌 尿
器科 領 域 で の応 用は 腎 に わず か に 応 用 され て い る に過
ぎず7),膀胱,前 立 腺 へ の 応用 の報 告 は調 べ 得 た 限 り
まだ な い.Gd-DTPAと は,希 土 類 金属 で あ る ガ ド
リニ ウ ム(Gd3+)にdicthylaminctriamine-penta.
aceticacid(DTPA)をキ レー ト結合 させ た もの で,
その こ とに よ って安 定 な 化合 物 とな り,体 内 か らの排
泄 が 高 ま り医 薬 品 と して 使用 可 能 とな った 造影 剤で あ
る.ガ ドリニ ウ ムは そ の 分布 す る組織 にお け る プ ー ト
ンの緩 和 時 間 を短 縮 させ る効 果 が あ り,こ れ を 利用 し
てMRIのintensityを 変 え る ことが 目的 で あ る,
緩 和時 間 が 短縮 す る と画 像 のintensityは増 強す る.
特 にそ の 短縮 は,T2-WIよ りもT1-WIに お いて 著
明 で あ る8-10).Gd-DTPAは非 常に 早 く腎 よ り排 泄
され るた め,投 与 後5分 位 が 組 織 へ の分 布 が最 高 で あ




















膀胱 腫 瘍,前 立 腺 癌に 対 し,surfacccoilを使 用 し
た撮 像,Gd・DTPAを 投与 しsurfacecoilあるい は
全 身 コイル の ズ ー ミングを 行 っ た 撮 像 を 得 た.sur-
facecoilは空 間分 解 能,濃 度 分解 能 は 良 くな った が,
体表 か ら深 い と ころで の画 像 は不 明瞭 で あ った.Gd-
DTPAの 使 用に よ り膀 胱 癌,前 立腺 癌 ともenhancc
され,localstagingに今 まで 以上 に 役 立つ と 思わ れ
た.
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